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くらしの総合相談所開設のお知らせ

日にち 時　間 場　　　　　所
相談内容 相談方法

人権 行政 一般 教育 福祉 法律 来所 電話

５月14日（木）

10時～12時

川・森・文化・交流センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
６月11日（木） 筒賀福祉センター 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

（人権特設相談）
７月９日（木） 地域支援センター 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

相談無料 秘密厳守

（※法律相談は事前予約をお願いします）

公式LINE開設!!

お友達追加を
お願いします!

小規模「ふれあい」・通所介護「ふれあい」令和8年

合同お花見！
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　安佐医師会病院　院長土手慶五先生をお招き
し、４月25日（土）川・森・文化・交流センター
で講演会を開催しました。
　「最期まで我がふるさとで生きぬく」を演題
に健康寿命の延伸などのお話を聴講しました。

シニアクラブ連合会

各団体 3.4月行事報告 5月以降の行事・活動紹介

安芸太田町遺族会

★講演会を開催

　６月から戸河内・加計２会場で開催します。
参加募集は５月上旬頃を予定。

★シニア健康大学

　個人でも入会できます。
　仲間づくり、健康づくり、楽しい行事に参加
してみませんか？

★シニアクラブ連合会では、新規会員を
　募集しています。

★春季例大祭参拝
　満開の桜の下、春季例大祭に８人で参加しま
した。

身体障害者福祉協会・原爆被害者の会

★合同日帰り研修
　３月３日（火）に福山
・鞆の浦方面の研修会
に43人が参加。はきも
の博物館・鞆の浦保存
地区を散策し楽しい交
流の機会となりました。

原爆被害者の会　講演会開催予定のお知らせ
■日　時／５月28日（木）　13：30～
■場　所／筒賀福祉センター　２F　大集会室
■講　師／被爆体験伝承者　第18代高校生平和大使
　　　　　　　　　　井　上　つぐみ さん
■内　容／被爆体験伝承講話　
　　　　　※参加費は無料。どなたでも聴講いただけます。

【問い合わせ先】　各４団体事務局まで



広島県石材工業協同組合加盟店
安芸太田町津浪11－1

☎（0826）23－1084
吉村石材店
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　本会では、地域に暮らす一人ひとりが、安心してその人らしく生活で
きることをめざして活動しています。地域の中にあるさまざまな福祉の
困りごとをみつけ、住民の皆さまや福祉に関わる方々、関係機関と力を
合わせて、よりよい地域づくりに取り組んでいます。
　こうした本会の思いと活動にご賛同いただける皆さまに、あたたかい
ご協力をお願い申し上げます。
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　現在の日本の社会福祉を取り巻く状況は、人口減少と少子高齢化が急速に進む中で、福祉ニー
ズが一層複雑かつ多様になっている大きな転換期にあります。特に、いわゆる「2040年問題」を
見据え、持続可能な社会保障制度を構築するため、社会福祉法の改正をはじめとした制度改革が
進められています。
　こうした動向を踏まえ、当会は各担当課および介護サービス・障害福祉サービス事業所におい
て、最新の制度や施策に即した事業運営を進めていきます。
　令和８年度から12年度を計画期間とする「第５次地域福祉活動計画」の初年度として、本会が
果たすべき役割を明確にし、住民一人ひとりが安心して暮らせるまちづくりの実現を目指します。
そのために、多様化する社会課題の解決に向けた取り組みを、地域の関係機関や住民と連携しな
がら推進していきます。

重 点 目 標令和８年度　事業計画

事務局長 児玉　　斉 法人総括

福
祉
推
進
課

課長（係長兼務）戸田　佑樹 総括

総務係長 児玉　雅子

法人運営・各種契約・財産管理・公用車管理・人事、労務管理・経理出納事務・一般庶務

会費、寄付金受付・共同募金審査委員会・情報機器管理・くらしの総合相談所・福祉団体事務・苦情解決

支所連絡調整・福祉センター施設管理・福祉サービス利用援助事業「かけはし」・法定後見・任意後見

貸付事業・生活困窮者自立支援事業・障がい者福祉・生活支援体制整備事業・地域福祉をすすめる会

地域ささえあい座談会・あんしん会議・総合ボランティアセンター・災害ボランティアセンター運営

ふれあい体験事業・ふれあいサロン・常設サロン・さんさんネット・社協だより・日赤事務

共同募金事務・特定相談支援事業所

権利擁護係長 三木　恭子
生活福祉係長 横山　　豊
地域福祉係長（課長兼務）

河野　久志
西村　嘉代
伊賀　裕記
鍜治川　亮
矢木未沙希
淺田　寛子
小島八由美
武山　智文

介
護
サ
ー
ビ
ス
課

課長兼管理者 山下真樹子 総括兼居宅介護支援事業所

管理者 沖野　耕平 小規模多機能型居宅介護事業所「ふれあい」通い、泊まり、訪問を組み合わせた３サービスの提供

管理者 吉田　晴彦 サポートセンターふれあい・生活支援ハウス サポートセンターふれあい施設・居室管理

管理者 吉川　　徹 小規模多機能型居宅介護事業所「ひまわり」通い、泊まり、訪問を組み合わせた３サービスの提供

管理者 栗栖　知美 通所介護事業所「ふれあい」 自宅から送迎を行い施設内で食事、入浴、日常生活の日帰り支援

管理者 太田　裕子 多機能型事業所「クローバータウン」 障害支援区分に応じて生活介護と就労継続のサービス提供

４月１日現在職員数76名令和８年度　安芸太田町社会福祉協議会　職員体制

令和８年度　賛助会員募集のお知らせ

賛助会員（会費）
一口　2,000円

（企業 ･団体 ･施設 ･個人等）



加計店
☎ （0826）22－1313
（0826）22－2206

直送・密葬・家族葬・一般葬・社葬

北広島葬祭安芸太田店
安芸太田町上殿170－1

☎（0826）28ー 1999

総　合　葬　祭　業
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令和７年度もご協力いただきありがとうございました!

　　　　　　　　町民の皆さま、自治振興会、行政協力員、
　　　　　　　班長、民生委員児童委員、企業・法人・商店、
　　　　　　　多くの皆さまにご協力並びにご支援いただき
　　　　　　　ましたこと、厚くお礼申し上げます。

●社会福祉協議会　会費　総額　1,041,800円
●日 本 赤 十 字 社　会費　総額　　800,000円
●赤い羽根共同募金　募金　総額　1,852,034円

■共同募金内訳
　・戸 別 募 金　 1,187,000円
　・街 頭 募 金　 　127,384円
　・法 人 募 金　 　396,000円
　・学 校 募 金　 　　37,169円
　・職 域 募 金　 　　88,085円
　・イベント募金　 　　　4,596円
　・そ　 の 　他　 　　11,800円
　（カープコラボTシャツ・カレンダー売上寄付）

計　1,852,034円

取りまとめ回数 種　　類 目 安 額 納入期限 納　入　方　法

年１回
日本赤十字社会費
町社会福祉協議会会費
赤い羽根共同募金

1,500円 ５月～６月30日
【窓口対応 】
・筒賀福祉センター
・戸河内デイサービスセン
　ターふれあい
・加計体育館
　（シルバー人材センター）
・安野出張所

【その他】
・職員が出向く
　（要連絡）
・町内のJAで振
　り込み

年３回
日本赤十字社会費 400円 ５月～６月30日
町社会福祉協議会会費 500円 ８月～９月30日
赤い羽根共同募金 600円 11月～12月15日

おしらせ　令和８年度【会費・募金】１世帯あたりの目安額・スケジュール等

収 入

358.792
（千円）

支 出

358.792
（千円）

（単位：千円）

＊法人全体の収支予算は、収入・支出総額ともに内部取引（拠点区分間繰入・繰出）金額は除いて掲載しています。

介護保険等収入（国保連）
　233,428（65.1％）

就労支援事業	
（請負作業）

4,620
（1.2％）

負担金収入（福祉団体）
　800（0.3％）

障害者自立支
援費（国保連）

37,164
（10.3％）

雑収入（利用者
オムツ代・協賛
広告料等）　　

3,072
（0.8％）

前年度繰越金
　13,256（3.8％）

寄付金（香典返し等）	
　3,000（0.8％）

会費（皆さまからの会費）	
　1,271（0.3％）

経常経費補助金	
（町・県社協・共同募金）	
　38,126（10.6％）

受託金収入	
（町・県社協）
　14,485（4.1％）

貸付事業収入	
（償還金）
　500（0.1％）

事業収入
（居宅施設利用料等）
　9,070（2.6％）

人件費
（役職員）
269,652

（75.1％）

その他
1,146

（0.4％）

予備費
5,848

（1.6％）

共同募金事業費
　827（0.3％）

固定資産取得費
1,370（0.4％）

事業費
（事業に係る費用）
　62,997（17.5％）

就労支援
事業費

（利用者の
労務費・
経費等）
3,510

（0.9％）

貸付事業費	
（貸付金）
　500（0.2％）

事務費
10,394

（2.9％）

ファイナンスリー
ス債務返済　　　
　2,548（0.7％）

令和８年度　収支予算の内訳
法人全体予算 358,792千円（前年度比約2.7％減）



第198号令和８年 ５月号あきおおた 社協だより⑤

　安芸太田中学校区支援協議会では、子どもたちの成長を地域で支えるために、筒賀小・戸河内小・安芸太田中
学校と連携して活動しています。将来のまちを担う人材を育てることを目標に、子どもたちが自分のふるさとを
好きになり、大切に思えるような、さまざまな取り組みを行っています。
　その活動を続けていくために、必要な活動費を地域の皆さまからご協力いただいています。地域の皆さまに応
援していただくことで、子どもたちの学びや活動に関心を持つ「応援団」の輪が少しずつ広がっています。
　今年１月から３月末までお願いしておりました募金につきまして、多くの皆さまの温かいご支援とご協力のお
かげで、無事に目標額を達成することができました。心からお礼申し上げます。お寄せいただいた募金は全額、
子どもたちの活動費として、令和８年度に行うさまざまな活動に活用いたします。
　この事業の取り組みの様子については、本会および学校のホームページや学校通信などで、順次お知らせして
まいります。今後とも、子どもたちへの温かいご支援とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

団　体　名 募金件数 募　金　総　額 達成率
安芸太田中学校区支援協議会 48件 264,610円（目標額 250,000円） 105.8％
　令和６年度の安芸太田中学校・筒賀小学校の取り組みの一部が広島県共同募金会のホームページに動画とし
て掲載されています。ぜひ、ご覧ください。

赤い羽根テーマ募金（ESD支援プロジェクト）に対して、
ご協力ありがとうございました!

　●プロジェクトテーマ：安芸太田町の明るい未来を築く人材育成事業　SEASON６
　●団　　　体　　　名：安芸太田中学校区支援協議会

　「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちづくり」をさらに一歩進めるため、
生活支援体制整備事業第 1層協議体では、２つのプロジェクトに取り組んでいます。
　高齢者の生活支援ニーズとして、買い物やゴミ出しといった日常生活の「ちょっとした困りごと」を抱える世
帯が増えています。行政や介護保険だけでは手が届かないこれらの課題に対し、住民やボランティア、事業者が
一丸となって支え合う体制を目指します。そこで、特に重要となる2つのプロジェクトに注力して取り組みました。
①資源マップづくりプロジェクト（見える化）は、「助けてほしいけれど、どこに頼めばいいかわからない」「地
　域にどんな活動があるのか知らない」という声を解消するための取り組みです。
　活動内容 : 地域の支援団体、サロン（居場所）、民間サービスなどの「資源」の見える化を進めます。
　目指すゴールは、情報を地図や一覧にまとめ、さまざまなサービスを利用できるような状態をつくります。
②集いの場づくりプロジェクトは、心身の健康を維持し、孤立を防ぐためには、気軽に足を運べる
　「居場所」が欠かせません。今年度は特に、参加のきっかけが掴みづらいとされる「男性」向け
　の場づくりを検討しています。活動案としては、男性料理教室、カラオケ、麻雀など、趣味を通
　じた楽しい活動を軸に、自然と交流が生まれる場を増やしていく方針です。

　　　　　　　　　　　毎月第２・第４水曜日の午後２時から３時まで、川・森・文化・交流センターで手話教
　　　　　　　　　　室を開催しています。あいさつや自己紹介など、日常でよく使う表現を中心に、手話の基
　　　　　　　　　　本を楽しく学べる教室です。手話がまったく初めての方も大歓迎です。
　　　　　　　　　　　見学だけの参加もできますので、どうぞお気軽にお越しください。

２つのプロジェクトに取り組んでいます！
～生活支援体制整備事業　令和７年度の取組み～

手話サークル　参加者募集



金属・車・スクラップ回収・建設重機・農機具・バイク等全般

勝株式会社
高価買取
＆販売

TEL.090ー8069ー8557

【国道191号線沿い】
安芸太田町大字坪野字附ヶ地116-1

派遣社員随時募集中！労働者派遣事業

古物商許可番号　第731142000021号
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この広報紙は皆さまからの会費や寄付金、 共同募金の配分金により作られています。
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略
）

宮本 敏 様 長年のご尽力への感謝
　小規模多機能型居宅介護事業所「ひまわり」
の、運営推進委員として平成25年の開設当初か
ら令和８年３月まで長年にわたりご尽力くださ
った宮本 敏様に、感謝状をお贈りしました。

　このたび、日本赤十字社広島県支部より災害
救援用車両を配備していただきました。
　当該車両は、災害発生時に被災地への支援物
資の運搬や救援活動の機動力として活用します。

日赤災害救援用車両配備

　筒賀福祉センター玄関に、
共同募金付きの自動販売機
を設置しました。
　この自動販売機の売上の
一部は、共同募金会を通じ
て地域の福祉活動に役立て
られます。
皆さまのあたたかいご協力
をお願いいたします。

お 知 ら せ


